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Philippe Pinel, qui est le psychiatre qui fit un travail des plus actif a｀ l'e´poque de la re´volution francaise,et se
familiarisa avec diverses e´tudes a｀ commencer par la philosophie, fut un travailleur applique´ et  honne^te
Il s'est lance´ e´nergiquement dans la recherche, n'he´sitait pas a´ empiler couches d'efforts sur couches d'efforts pour la
re´forme me´dicale phsycologique. La pense´e de Pinel elle-me^ me se refle´te e´norme´ment dans ses oeuvres grave´es
aux temps influence´s par l'ide´e sociale qui e´tait propage´e dans cette e´poque. Les ide´es philosophiques auxquelles
nous pensons et qui auraient eu de l'influence sur la pense´e de Pinel, sont celles de Rousseau et de Condillac. L'on
pouvait remarquer cette influence dans son attitude de part la consideration de donner de l'importance a^ "
l'experience", et il se chargeait avec efforts de maintenir "l'ordre " sans cesse dans l'e´tablissement me´dical
phsychatrique et ceci comme un devoir permanent.
Dans ce manuscrit, j'ai fait une re´flexion sur la relation avec les oeuvres de Pinel passe´es a｀ la poste´rite´, ceux avec les
pensees phylosophiques de Rousseau et de Condillac, et ainsi sur quelles ide´es se basaient les conduites de Pinel. Ce
fut une suggetion des points importants qui doivent se succeder aujour'hui me^ me et e^ tre applique´s par les personnes
travaillant dans les centres me´dicaux psychologiques.
Mots-cle´s
Philippe Pinel  Experie´nce  Ordre  E´galite´
要　旨
フランス革命時代に活躍した精神科医であるPhilippe Pinelは、哲学をはじめとするさまざまな学問に親しみ、
勤勉で実直な人物であった。
彼は精力的に研究に勤しみ、精神医療改革に惜しみない努力を重ねた。彼が残した功績には、この時代に
浸透した社会思想に影響されたPinel自身の考え方が大きく反映されている。Pinelの思想に影響していたと考
えられるのは、RousseauやCondillacの哲学的思想である。それらの影響は、「経験」することを重視し、精神
医療施設内の「秩序」を維持することに努めることを自らの仕事として課したところで窺い知ることができ
る。
本稿では、Pinelが残してきた功績とRousseauやCondillacの哲学的思想との関連を示し、Pinelがどのような考
えに基づいて行動してきたのかを考察した。そして、現代においても精神医療従事者が受け継ぐべき点を示
唆した。
キーワード
Philippe Pinel 経験　秩序　平等
緒　言
精神医療の発展は、フランス革命時代に生
きたPhilippe Pinelをもって嚆矢とされる。
Pinelの業績については、国内外の多くの研究
者によって近代精神医学の祖と称されるにふ
さわしい功績が紹介され、彼が残した精神医
学に関する知識や改善を試みた精神病者処遇
などについて多くの議論がなされてきた。
Pinelは、“狂気”が病であり、医学的な治
療を施すことによって癒されていくことを理
論的に示して「治療する」ことの必要性を説
いただけでなく、精神医学の学問的発展にも
大きく貢献した。また、無秩序で荒れ果てて
いた精神医療施設において新しい秩序を導入
することに惜しみない努力を重ね、“狂人”
と呼ばれてきた人々の処遇にも変化をもたら
したのである。精力的な研究と精神医療改革
を推進するPinelの思想には、フランス革命時
代の新しい秩序を求める社会的風潮と、その
風潮の基盤にある哲学思想が大きく影響して
いると思われる。Pinelの行動や研究に対する
真摯な姿勢や考え方には、現代においても学
ぶべき点が多い。
本稿は、フランス革命当時の主流にあった
哲学思想がPinelの思想にどのような影響をも
たらしたのか、また、Pinelの行動が提起する
現代の精神医療につながる問題について考察
することを目的としている。まず、これまで
になされた研究を基にしてPinelの生涯を改め
て構成した上で、彼の思想に対する哲学的影
響について考察した。そして「精神病者を鉄
鎖から解放した」というPinelの行動の“構造”
について批判的な立場に立つFoucaultの見解
を検討し、そこから現代に精神医療に通じる
問題と議論すべき点について言及した。
１．Pinelの生涯1)～14)
Pinelは、1745年4月20日に南仏のアルビジ
ョワ地方に住んでいた外科医の長子として出
生した。幼少時の教育は母親によって手厚く
施され、12歳で母親を亡くした後に教義教会
学校で聖職者になるための教育を受けて、一
時は僧職に就いた。
Pinelは学生時代に百科全書学派
　15）
あるいは
Rousseauや Lockeの経験主義哲学やその流れ
を汲むCondillac
16）
の思想的洗礼を受けている。
21歳になったPinelはトゥールーズに移り住
み、そこで文学士の資格を取得している。し
かしながら、祖父，父と医師として二代続い
たPinel家の影響か、25歳で医学に転じ、28歳
で医師の資格を取得した。Pinelは、医師の資
格を得た翌年から4年の間にモンテペリエで
さらに医学を学び、そこではBagliviに関心を
寄せ、機械的医学論に傾倒した。また、在学
中に英国人医師Coltmanに英語の手ほどきを受
け、Cullenの疾病学やその他の医学文献に精
通するようになった。この時期には、後に化
学者として大成するChaptalと親交を結び、疾
病論の研究に携わった。
33歳になったPinelはColtmanとともにパリに
住居を移し
　　17）
、数学の教師として生計を立てる
傍ら
　　18）
医学の研究を続け、医学賞コンクール
（奨学資金の賞）に論文を二回投稿した。し
かしながら、そのコンクールは二度とも落選
した。さらにパリ大学の医学博士号取得に三
度挑戦したが、成功にはいたらなかった。性
格的に内気であり、面接の場でそれが災いし
たこともあったようだが、地方出身のPinel は
パリ大学医学部出身者たちから冷遇されたこ
とも成功にいたらなかった要因のようであ
る。これらのこともあって、当時の駐仏大使
であったFranklinに進められたアメリカ移住を
真剣に考慮するほど、Pinelはパリでは苦節の
年月を過ごしたのである。
その後、Pinelは唯物論哲学者であった亡き
Helve´tiusの夫人Auteuilのサロンで、イデオロ
ーグ派哲学者のCabanisと親交を結ぶようにな
った。1784年には医学雑誌の編集を手がけ、
その傍らでCullenの“First lines of the practice
psysick(1777)”の仏訳(1784)や、Bagliviの全集
(1788)を刊行し、いくつかの医学論文も発表
した。そのうちの一つに、1786年に発表され
た精神障害に罹患して自殺した友人の症状を
論じた報告
　19）
がある。その後「Les acce´s de me´
lancholie ne sont-ils pas toujours plus fre´quents et
plus a´ craindre durant les premiers mois de l'hiver?
（メランコリー発作は冬季初旬に頻度が高く、
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かつ重症となるか?）」(1787)を発表したのを
皮切りに精神疾患に関する著作を漸次発表し
た
　20）
。
1788年からの5年間は当時の上流階級の患
者を収容していたBelhomme博士所有の保養院
（私立精神病院）に勤務した。Pinelはこの頃
にHippocratesを初めとする古代医学の精神医
学的観察や治療法に関する記述を熟読してお
り、Pinelの医学全般における基盤は古代医学
に置かれ、臨床を重視するという萌芽はこの
時期にあったと思われる。
1789年にフランス革命が勃発した当時、
PinelはHelve´tius夫人のサロンで親しくした友
人たちと共に第一次革命団体
コ ミ ュ ー ン
に参加しCabanis
らとの親交を保っていた。1793年、政治的に
重要な役割を果たすようになった友人たちの
後押しと、Pinelが応募した王立医学協会の懸
賞論文
　21）
が契機となって同年８月25日の政令に
よってビセートル病院の医師に任命され、９
月11日に着任した。さらに、1795年にはビセ
ートル病院からラ・サルペトリエール病院に
転任した。
ビセートル病院とラ･サルペトリエール病
院は、種々の病院を統合した総合病院として
共同管理する計画で開設された施設であっ
た。しかし、時の経過と共に多数の組織が混
在して施設の規律は乱れ、堕落、腐敗、残虐
行為が目にあまる状況に陥っていた。フラン
ス革命の否定的風潮の中で、これらの施設に
新しい秩序を取り入れて改善していくことが
重要であることをCabanisらイデオローグ
　22）
が主
張して実際に改革しようと計画していた矢先
に、Condillac哲学に造詣が深く、イデオロー
グと思想的なつながりを持っていたPinelに施
設の改革者として白羽の矢が立てられたの
は、この時代にあっては自然な成り行きであ
ったのだろう。
ビセートル病院に着任後、Pinelはここで病
棟の管理者Pussin
23）
と出会う。Pinelは、サルペ
トリエール病院に移動した際にビセートルか
ら呼び寄せるほどPussinに対する信頼は厚く、
その証は彼がビセートル病院で従事した経験
をまとめた著書『Traite´ me´dico-philosophique
sur l'alie´nation mental, ou la manie（精神病すな
わち狂気に関する医学･哲学論考）』
　24)
の序文に
余すことなく記載されている。また、Pinelが
患者を「鉄鎖から開放」したというあまりに
も有名なエピソードがPussinの協力なくして
はありえなかったことは、1978年のWeinerに
よる報告からも明らかである
　25)
。
Pinelは病院医師として勤務するだけでな
く、その傍らでパリ大学医学部の衛生学教授
として教鞭をとった
　26)
。またサルペトリエール
病院に転任した1795年には、内科病理学の教
授となった。実のところ、当時のPinelは精神
科医というよりは内科医もしくは病理学者と
して高名であった。それは、大学教授として
講義した内容が『Nosographic Philosophique
（哲学的疾病論）』として結実し、出版後に多
くの支持があったことにもよる。この書籍は
1818年までに六版を重ね、当時の医学参考書
として多くの医学生たちが目を通すにいたっ
た。また、1803年には解剖学および動物学部
門の科学アカデミー会員に推挙され、同年に
パリ大学の内科主任教授として就任した。さ
らに、1805年にはNapole´on皇帝の顧問侍医団
の一人に選出されている。
しかしながら、Pinelが近代精神医学の祖と
称されるのは、精神病者を収容する施設での
綿密な観察と克明な記録を結集して「狂気」
を「精神の病」としてとらえ「治療」の必要
性を説いたからであろう。そして、適切な治
療を施すための症状の分類に着手して精神医
学の礎を築いた功績があるからであろう。サ
ルペトリエール病院では弟子Esquirolに出会
い、後に彼がPinel精神医学を引き継いだ。
Esquirol自身、後の精神医学の発展に貢献した。
晩年のPinelは、パリ郊外に別荘を購入し、
週末は弟子たちとそこで語り合う生活を送っ
ている。優秀な弟子を育て精神医学の礎石を
築いたPinelは、肺炎を患って1826年10月26日
に長年勤務したサルペトリエール病院で逝去
した。享年81歳であった　
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２．Pinel思想に対する哲学的影響　　
Pinelが「近代精神医学の祖」と言われるよ
うになった要因の一つに、精神病者を鎖から
解放し、収容された人々の処遇改善を試みた
ことが挙げられる。この試みにPussinとの出
会いが大きな影響を与えていることは、今日
では周知の事実である。実際には、「医師の
独断的な調子を捨てざるを得なかった」と省
みるほどであり、Pussinの意見に耳を傾け、
彼の助力を心から必要としたことを謙虚に余
すことなく述べていることからその影響の大
きさを窺い知ることができる
27)28)
。
Pussinの意見あるいは助言を受け入れるこ
とによって、Pinelの精神医学研究や臨床での
治療が前進したことは、さまざまな著作に表
されている通りである。Pinelは、どちらかと
いえば内気で積極的な人付き合いをするほう
ではなかったが、他者の意見にはよく耳を傾
け、信念を貫く頑固さを示すことがあったと
後にEsquirol
29)
が述べている。赴任した二つの施
設において精神医療改革を進めていくには、
そこで働く人々を同等な立場として受け入れ
る姿勢と、信念を貫く強固な精神は医師の
Pinelには必要であっただろう。しかし、そう
した性格的なことだけが彼の功績を作り上げ
たのではなかったと思われる。おそらく、以
下に示す『精神病に関する医学=哲学的論考』
に記すように、精神病者を収容する施設での
仕事に臨むにあたって、自らがなすべきこと
を明確に打ち出していることも関与していた
であろう。
私が、我々の知識の現状で果たそうと心にきめた
仕事は次のようなものである。精神病の病歴に最も
大きな重要性を与えること。無益にあるいは行き当
たりばったりに治療をすすめていかないために精神
病の種々の種類を厳密に区別すること。精神病院の
管理および内部秩序に明確な規則を与えること、そ
れというのも家庭においての治療が成功するという
のは不可能も同然だからである。患者をその種類の
多様性に即して系統的に分類するのに適当な場所的
条件の重要性を強く一般に感じさせること。看護の
経験に根ざした博愛的な配慮と、院内秩序の厳格な
維持を優先すること。経験が認めるような最も簡単
な治療法、予知兆候、病気の様相、さらに治療の期
待が持てる精神病の種類を指示すること。最後に現
在のところ不治とみなされる極端な症例に対しては、
他の場合に無駄で有害で無謀とすら思われる程度の
積極的な治療法を用いる余地あることを教えること
である
30)31)
。
Pinelの生涯を顧みて明らかなように、彼は
最初から医師を目指していたのではない。敬
虔な神学僧であったPinelが、家業であるとは
いえ医学に転進した動機については、今でも
謎のままである。しかし、大切なのは医学を
目指した動機よりも、医師として目指してき
た精神医学あるいは医療のあり方、自分自身
に課してきた仕事、そしてその根底にある思
想である。Pinelが自らの仕事として表した事
柄の中には、Pinelが生存した時代の哲学思想
イ デ オ ロ ギ ー
の影響が垣間見える。Pinelの功績は、彼自身
の実直な性格、そして当時の哲学思想
イ デ オ ロ ギ ー
とそれ
らに影響されて培われたPinel自身の思想によ
って積み上げられているのである。
Pinelの生涯の前半部分を「モラトリアム」
と影山が称しているように
32)33)
、彼の医師とし
ての活動は30歳前後にはじまり活躍は遅咲き
であった。しかしながら、Pinelが精神科医と
して後世に残る功績を残したのは、このモラ
トリアムの時期があったからこそではないだ
ろうか。
母親の熱心な教育に始まり、早くから哲学
思想に触れ、友人との間においても研究の話
を弾ませて多くの議論をしてきたことは
Semelaigne
34）
の著作において明らかにされてい
る。Pinelの実直な考えや行動は、医師として
稼動し始めた頃、あるいはそれ以後に出会っ
た人々の影響はもちろんのこと、フランス革
命という激動の時代と重なったモラトリアム
期に受けた哲学的影響があると思われる。特
に、より若い学生時代に傾倒したとされる二
人の哲学者の思想的影響が、Pinelの精神医療
改革に大きく現れているように思われる。そ
れは、フランス革命の精神の原動力になった
と言われる「自由（liberte´）」、「平等（egalite´）」、
「兄弟愛（franternite´）」という基本理念を『社
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会契約論』において主張したRousseauであり、
人間の認識は、経験に始まりそこから惹き起
こされた感覚に反省作用が加わることによっ
て生ずるという認識論を著し、徹底した経験
主義を貫いたCondillac
36)
である。
「物質力を倒すのは物質力でなければなら
ない。しかし理論も、それが大衆に浸透する
や否や物質力になる」とMarx
37)
は述べるが、そ
れは、ブルジョワ階級の人々に浸透した思想
が古い秩序を排斥する革命を惹き起こしたと
いう事象によって証明される。大衆を動かす
理論はすなわち、大衆を形成する一個人へ浸
透しても物質力になり得るであろう。Pinelに
浸透したこの時代のさまざまな理論は、古い
秩序漂う施設を改革し、迫害されてきた精神
の病にある人に対して、人として接していこ
うとする精神科医としての行動を支える原動
力になっていたと考える。特にモラトリアム
時代に洗礼を受けた二人の哲学者の思想的影
響の大きさは計り知れない。
Pinelが臨床を重視するのは、Belhomme博士
の病院に勤めていたころに触れた古代医学の
影響であろう。しかし、それ以前から親しん
でいた哲学は、臨床でどのように自分が動く
べきかといったPinel自身の行動のあり方に影
響を及ぼしていることが考えられる。Condillac
思想の影響は、臨床に赴いたPinelの診療態度
や研究姿勢に伺われる。
観察した事実は注意深く記録するが、その唯一の
目的はできる限り多くの正確なデータを得ようとす
ることにある。
観察したことを日誌に記録し、毎日を過ごしてい
る
　38)
。
Pinelは、“狂気”とよばれる状態像を詳細
に観察し、第三者にもわかるようにできるだ
け言語化し分類してきた。Pinelが観察したこ
とを分類して系統立てて考えていたことにつ
いては、元来、数学に精通していたことも影
響していると思われる。しかしながら、Pinel
が著したものは圧倒的に観察した内容に立脚
したものであり、単に数学の機械的な理論に
よって生まれるものではなく、十分な臨床経
験なくしては見出すことができないものであ
る
　39）
。この点において、PinelはCondillacの影響
を大きく受けていると考えられる。
臨床場面において正確なデータを取ること
は、患者の疾患の要因を探り、社会的な生活
を営むことができるように援助を計画して実
施するという意味で、現代においても重要な
こととして位置付けられている。しかし、
“狂気”と一括りにされ、行きあたりばった
りに目を背けたくなるような“治療”
　40）
が日常
茶飯事に行われていたこの当時においては、
詳細に観察して記録することは今以上に意義
があったと思われる。なぜなら、この時代に
は精神を病む人々の状態像を表す言葉は存在
していても、明確に診断して治療計画を立て
られるようなプロトコル自体が存在していな
かったからである。Pinelは、医師として“狂
気”を示す人々と接するからには、少なくと
も状態を安定させ、「迷える理性を取り戻す
　　41)
」
ための“治療”を行う必要があった。そのた
めに自分に課したことは、簡単な治療法、予
知兆候、病気の様相、さらに治療の期待が持
てる精神病の種類を指示することであった。
経験が認めるような最も簡単な治療法を示そ
うとしたところにPinelが「経験」することを
重視していたことが伺える。そして自らも仕
事として課したことを全うするために経験を
積まねばならなかったであろうし、それは観
察して記録することによって補完されていた
と思われる。
さらに、Pinelが精神病に関心を寄せるよう
になったのは、友人の自殺が契機になったと
いわれているが、Pinelはその友人を毎日診察
しており、友人の治療に用いた方法をまとめ
て報告していることから、Pinelは｢観ること｣
に重点を置き、現実の中に真実を求めていた
ことは明らかである。そして、Pinelは病歴に
最も大きな重要性を与えることも述べている
が、現実を客観的に観ることに加え、病める
人自身の歴史にも目を向けることが、精神の
病を患う人々を支えるために必要であること
をそれこそ経験的に知りえたのではないかと
思われるのである。熱心に病床に足を運び、
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35）
詳細な記録を綴ってきたPinelにとって精神病
者と接する「経験」は必要で重要なことであ
ったと考えられる。
精神病者と接する
．．．．．．．．
、話す
．．
、観察する
．．．．
という
「経験」、そして、そこから得られた「感覚」
に導かれ言語化していくというプロセスは、
精神医学の発展には不可欠であり、精神医療
に従事する人々にとっても重要なことであ
る。現代においても必要とされることをPinel
が率先して実施していたことについては、Pinel
が心的現象の全てを感覚へ還元したのではな
く、それらを合理的に分析して疾患分類の基
本形を作り上げ、それらが経験的ではあるけ
れども恣意的ではないと述べたSemelaigne
42）
の
言葉にもよく表れている。
行き当たりばったりの治療をすすめないた
めに精神病を分類することを自らの仕事とし
て課し、詳細に病歴を聴取すること継続して
きたことによって精神疾患分類の礎を築くこ
とになったと言っても過言ではないだろう。
Condillacは、人間の認識の発展が言語の発展
に基づくものであると主張した。そして、形
而上学的あるいは倫理に関するような複合観
念に関して明晰で正確な言葉遣いをするため
には、認識の素材を揃え直し、通常の仕方に
とらわれることなくそれらの素材をあらたに
組み合わせて言語を発展させるべきであると
述べている
　43)
。精神疾患分類を試み、治療体系
を著そうとしたPinelの行動は、この言語哲学
と徹底した経験主義に基づいていると考えら
れる。
フランス革命当時のイデオローグたちによ
って国家の「新秩序の創造」という主張のも
とに改革が進められ、Rousseauの哲学がその
思想的基盤にあったことは既知である
44)45)46)
。当
時、専制主義であったフランス国内は、貴族
たちが享楽的な日々を過ごして贅沢な暮らし
を送る反面で、市民たちは度重なる搾取によ
って自分たちの生活を維持できないほどの困
窮状態にあった。このような状況にあったフ
ランスにとって、「社会秩序はすべての他の
権利の基礎となる神聖な権利」であり、それ
が自然に由来するのではなく約束に基づくも
のであることを述べ、さらには「人間は体力
や、精神については不平等でありうるが、約
束によって、また権利によってすべて平等に
なる」と主張するRousseau
47)48)49)
の考え方は、国
家観を覆すほど革命的であった。国家を動か
すほどの思想家の影響は、友人たちとの間で
それらの思想について議論させ、彼の墓前へ
と足を運ばせるなど、Pinelにも強く及んでい
たと思われる。
Pinelは、精神病院の管理および内部秩序に
明確な規則を与え、看護の経験に根ざした博
愛的な配慮と、院内秩序の厳格な維持を優先
することを自らの仕事として課している。ビ
セートル、ラ・サルペトリエール両病院は精
神病者だけが入院しているのではなく、犯罪
者や浮浪者、売春婦などが混在しており、厳
密な意味での医療施設ではなかった
50)51)
。むし
ろ司法的な組織上の、あるいは行政上の施設
であったことから、行政管理を目的として自
分の仕事に「院内に規則を与える」といった
表現をした可能性は否定できない。
しかし、Pinelが施設内の秩序を保つべく規
則を与え、維持しようとしたのは、単に司法
あるいは行政上の管理をするという意味だけ
では決してなかったと思われる。その一つの
理由は、「それというのも家庭においての治
療が成功するというのは不可能も同然だから
である」とPinelが規則を与える理由を述べて
いるところから推測される。“狂人”と呼ば
れる人々が「狂」の状態に陥った時の暴力的
な状況や、人のものを盗んだりするような予
測のつかない行動、あるいはまったく何もし
ない無為な状態は、周囲の人々の戸惑いや困
惑を誘発し、鎮静しようとして手荒く扱うか
閉じ込めて放置するといった行動を生み出し
たであろう。そうなると、本人だけでなく家
族の生活までもが害されて、平穏な生活と家
庭内の秩序は乱れてしまうのである。そのよ
うな状況での家族の負担は計り知れず、精神
病者が治療に専念することは困難を極めたで
あろう。人と接することが困難で、他者には
理解し難い状態を示す人々が一堂に会す施設
内で、何の約束もない無秩序な状態は精神病
者の状態をさらに悪化させる要因になり得た
だろうし、精神病者が秩序を保つ力を本当に
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持っていないのか、その判断さえできかねた
と思われる。
そして、精神病者の状態だけが、院内の秩
序を乱す要因になっていたのではないことも
指摘しなければならない。彼らが入院した後
は、むやみに鉄鎖につながれて満足に動くこ
とさえできないような状況になるか、独房に
入れられて外界との接触を遮断され、決して
清潔とはいえない環境で過ごすことを余儀な
くされるなど、精神病者の生活は一層後退す
る。このことが示すのは、このような無秩序
の状態を作り出しているのは、入院している
人々の「狂」の状態だけではなく、彼らを
“看護”する人々の行動も、無秩序な環境を
形成する要因の一つだったといわざるを得な
いのである。
大雑把で、悟性の働きの悪い人はマニー患者の怒
声や礼を失した言葉や暴力行為を悪意なり、分別し
た上での挑発であるとしか考えない。このようなこ
とから看護人を撰りすぐって選ばず、厳しい規律に
服させないと、極端な厳しさ、暴力やこの上もない
野蛮な処遇が看護人たちによって勝手になされてし
まう。逆に賢く教養のある人は、マニーのこのよう
な爆発に衝動の自動性しか認めない。あるいはむし
ろこう言ったほうがよい。この爆発は神経の興奮の
必然的結果なのであり、石が重力によって落下した
衝撃に対するのと同じように腹を立てるべきでない。
こう言う人物は精神病者に対し、患者自身と他者の
安全に適う限りあらゆる運動を全面的に認め、彼が
採用する拘束手段を患者が自然の法則に従っている
かのように巧みにこれを隠蔽し、寛大的態度をもっ
て譲歩する。こういう人は、患者の分別ない要求を
断固として抑えたり、うまくくぐり抜けることがで
きる
　52)
。
Pinelが看護者の様相を書き記した内容から
は、単に看護者が暴力的であっただけでなく、
拘束する理由がすべて患者にあるかのように
巧みに振舞う看護者の存在までもが明らかに
なっている。規則を与えて秩序を維持させな
ければならなかったのは、むしろ看護者の行
動のほうが大きな要因となっていたのではな
いかと考えさせられる。もしそうであるなら
ば、痛嘆すべきことである。
無秩序で惨憺たる状態そのものが、施設内
に明確な規則を与え、施設内秩序を厳格に保
つことを優先させる必要があることをPinel に
考えさせたのであろう。単に行政的な管理を
するのではなく、人間として平等に生きてい
くための倫理を追求する姿勢が「院内に規則
を与える」という言葉となって表現されたと
思われる。
精神病者は罰すべき罪人ではなく病人である。そ
の痛ましい状態は苦しんでいる人に対する配慮のす
べてを受けるべきもので、その迷える理性を取り戻
してやるようこの上もなく簡単な方法によって努め
るべき病人なのである
　53)
。
フランス国家に奔流したRousseau哲学は、
秩序だった環境の中で精神病者が平等に処遇
されるべきことを謳うPinelの思想の根底に
も、その流れを注ぎこんでいる。精神病者が
何らかのことで苦しんでいる人に対する配慮
と同等の手厚い支援を必要としていることを
示唆した言葉には、精神病者を一個の人間と
して認め、彼らには治療を受けて再び社会生
活に戻っていく権利があるという強い主張が
存在しているのである。
３．「Pinel神話」の構造と精神医療の問題
Pinelの思想にCondillac、Rousseauの哲学思
想が影響していることを考察してきたが、最
後に「精神病者の鉄鎖からの解放」に踏み切
ったPinelの行動について改めて検討したい。
Pinelが鉄鎖につながれた精神病者を公的に
初めて解放したという事象を「神話」と称し
たのはFoucault
54)55)
である。この名称は、尊敬の
念からこのように呼称したのではなく、むし
ろ皮肉と批判が込められたものであった。
Foucaultは「Pinelは隔離収容という古い習慣
の鎖をほどいたのではない。かえってその鎖
を狂人のまわりにしめつけた」「物質的な鎖
（といっても全部ではないが）は確かに取り
除かれた。しかし彼らの周りには道徳的な鎖
が再び張りめぐらされたから、これが収容施
設を一種の恒久的審判所のようなものに変化
させた」
　56）
とPinelの行動の社会的構造を説明し
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ている。つまり、身体の鎖をはずしても「人
の目＝監視」を強化し周囲の人々を鎖に変え
ただけで、目には見えない精神的な鎖でしば
りつけたと換言でき、本来の意味での自由を
患者に与えたとは言えず、監視するあるいは
されるといった両者関係の根本的構造には何
ら変化がないと指摘しているのである。そし
て、精神病者収容施設での医師の立場を治療
行為ではなく倫理的監督の任務を担っていた
にすぎないと述べ、精神科医に対する批判に
は辛辣さが見える。
このようなFoucaultの強い批判に対し、「精
神医療の現場で少しでも苦しんだことのある
者ならば、哲学者Foucaultのように簡単に、
烈しく、Pinelを責めることはできないだろう」
と神谷
　57)
が述べ、これに藤井と長岡
　58)
が賛同して
いる。大橋
　59)
はFoucaultのPinel批判に対しては議
論の余地があることを示唆しており、著者は
この意見に賛成である。Pinelの行動にある
“構造”に対するFoucaultの指摘は、秩序だっ
ていないところに何の規約や規範もなく、鉄
鎖から開放した後に精神病者に対していかな
る配慮もなされなかったことが前提とされて
いるのならば、妥当だと考えることができる。
しかし、そうした配慮の有無などが検討され
ず、鎖をかけ替えたに過ぎないことのみを強
調されるのであれば、神谷らが述べるように
精神医療に従事する者、あるいは当事者自身
の感情的な面で必ず反論が起こる。“ならば、
精神病者の鎖ははずさなければよかったの
か”と。
これまで考察してきたように、Pinelが
RousseauやCondillacの思想的影響を受けて行
動してきたということを前提に置いたとき、
鉄鎖から精神病者を解放したという行動に
は、Foucaultが指摘するものとは別の構造が
あるのではないかと考える。それは、精神病
者が鎖から開放された後に「監視」受けたと
するFoucaultの見解は、医療者が精神病者に
対して注意を向け、「詳細な観察」を行って
いたと換言することができるということであ
る。また、医療者の目が頻繁に向けられるこ
とによって、精神病者は自分自身を表現する
機会が多く与えられたと考えることもでき
る。
客観的に観察して、学問的に精神病を理解
しようとすることに対して「狂気が学問上の
意図の中では正確に手に入れるもの、それを
狂気は具体的な知覚のなかでは実際に失
う･･････自分の真実にめぐりあうはずの狂人
保護院（精神病院）をもってしても、狂気は
自分の真実ではないものと区別されえない。
狂気は客観的であればあるほど、ますます不
確かなものとなる」と主張し、それらを検証
するために解放する行為は、理性の中に精神
病者の具体的な知覚をうもれさせてしまうと
述べるFoucaultの見解
　60)
には、それが誤りだと
明確に指摘し難い部分はある。しかし、精神
病者を鉄の鎖から解放しなくてもよいという
理由にはならない。客観さが「狂」の本質を
正確にとらえることが難しいのであれば、彼
らには彼ら自身の感覚を表現する機会を与え
られる必要があり、医療者はその表現を支え
なければならない。精神病者の具体的な知覚
を理性に埋もれさせて、彼らが表現しようと
している本質的な部分を見落としてしまうこ
とのないように、社会で生活する彼らに十分
な関心を向け、医療者は彼らの表現をあるが
ままに受け入れる必要がある。
鎖につないだ状態でただ管理しているだけ
．．．．．．．．．．
では、「狂」の本質もそれらを示す人々の
「人間性」そのものも見えてはこない。それ
では、「狂」を示す人々が、すべての時間や
場所において常に「狂」の状態にあるのでは
ないことに気づくことができず、「人間性」
はおろか「狂」の本質さえ見落としてしまう
ことになりかねない。
Pinelがどのような意図をもって精神病者を
鉄鎖から解放したのか、それを正確に知るこ
とは難しい。しかし、次の言葉は少なくとも
Pinelが一方的に「監視」することによって見
出した見解ではなく、精神病者に関心を寄せ
て詳細に観察し、精神病者の表現を受け入れ
ることから出てきたものを思われる。
悪しき処遇、つまり過酷な鎮圧方法を採用するこ
とは、病人を悪化させるだけでなく、しばしば治療
不能にさせてしまう。精神病者の偏狭な意思に対し、
別の方向を与え、彼らとともに考え、彼らに独立心
を感じさせてやる方法の前提となっているのは、患
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者たちは理性を完全に狂わせてはいないのだという
ことである
　61)
。
客観性を重視するあまりに精神病者の主観
性をおざなりにしているのであれば、Foucault
の意見はもっともだということになるのであ
ろう。しかし、双方が互いに関わりあう機会
を持ったからこそ、治療をする必要性も倫理
的に配慮された環境での生活の必要性もPinel
の脳裏に浮かび上がってきたのではないだろ
うか。医師として「倫理的監督の任務を担っ
たにすぎない」のではなくて、担う必要があ
ってPinelはその任務を「率先して担った」の
ではないか。精神病者と向き合い、彼らの表
現を真摯に受け取らなければ、このような治
療観や精神病者観を導くことはできなかった
であろう。激動のフランスにあって、Pinelの
仕事には政治的な影響が少なからずあったと
思われる。また、ビセートルとラ・サルペト
リエールの両施設で、Pinelの助手として貢献
したPussinの経験的な知識の提供と協力も
Pinelの行動を後押ししている。しかし、何よ
りもPinel自身が少年時代から哲学と親しみ、
築き上げてきた精神力(Foucaultはこれを非凡
な道徳力と表現している)が、精神病者を人と
して認め鉄鎖から解放する決断をさせたと考
えるのは恣意的であるだろうか。
「Pinel神話」と称されたPinelの行動は、そ
の時の彼の意図が明瞭でなく、こうして議論
する余地が多分に残されているところに神話
性があることは否めない。それは、Foucault
の解釈だけではなく、本論のようにPinelが
RousseauやCondillacに影響されて彼らの思想
に基づいた考えをもって行動したととらえる
ことが可能であり、意図が明確でない以上、
解釈の可能性は無限大だからである。
しかし、Pinelの行動が多くの視点でとらえ
ることができる「神話」とされる反面、精神
医療特有の問題を含んだ「現実」的な側面を
持っていることを指摘することもできる。一
つは、鉄鎖につながれた(拘束された) まま精
神のケアどころか身体的な管理が不十分であ
る場合の、人権の問題や医療倫理的問題に発
展する可能性の示唆である。言うまでもなく、
拘束・隔離の問題は、現在も精神医療の中心
的問題として多く議論されており、現実的問
題の筆頭に挙げられる。近年になって、拘束
中に死に至るケースは、身体の管理不十分に
よって引き起こされていることが指摘されて
おり、正に問題の存在を証明している。
さらに、医療者の「目」が精神病者に与え
る影響である。拘束されることなく施設内で
自由に行動ができるようになったとき、精神
病者に向けられる医療者の目は「監視」にも
「医療者として関心を寄せた視線」にもなり
得るのであって
　62)
、医療者の態度は彼らに危害
を加えるか、あるいは安寧をもたらすといっ
た二つの可能性が常在していることを意味し
ているということである。どちらを享受して
いるのかは、すべて精神病者の主観に依ると
ころであり、医療者の行動に対する精神病者
の反応は個々によって違うのだということを
念頭においておかなければならないことを示
していると言える。
また、まったく守るべきルールがないとこ
ろでは、精神病者も医療者もルーズになって
秩序は乱れるばかりであり、反対に規則に縛
られて融通がきかなければ「道徳的な鎖」の
張り巡らされた環境で、精神病者は見えない
鎖をかけられて過ごさなければならない状況
に陥る懸念があることをも示唆している。
こうした精神医療の問題には独特のジレン
マが生じ、それは簡単に解消されるものでは
ない。少なくとも、Pinelがしてきたように秩
序を保つこと―暴力的でなく平穏な環境を提
供する努力をする―と、精神病者の元へ足を
運び、彼らの話に耳を傾け、細やかに観察し
て詳細に分析するといった地道な行動―精神
病者と接する経験を重ねる―を積み重ねてい
く必要があるだろう。もちろんそれが、ジレ
ンマを即解消させるというわけではない。た
だ、こうした努力なしに精神医療のジレンマ
は解消に至らないであろう。
結　語
Pinelが残した功績が今なお議論されるの
は、それらがフランスという国家の価値観が
大きく変遷しようとしており、当時の社会的
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風潮や思想、倫理や道徳といった価値基準の
曖昧さが織りなす中でなされてきたというこ
とがその要因の一つであろう。精神の病は客
観的に表すのが非常に難しく、どの時代にも
明瞭な方法で彼らを支えるには至っていな
い。たとえ、ある方法によって劇的に精神病
者が癒されたとしても、それは万人に共通し
て施される方法にはなり得ず、支援には試行
錯誤がつきまとう。そのような中で、Pinelの
功績を振り返るのは意味があるであろう。決
して、明確な解決方法がそこから導き出され
るのではない。しかし、勤勉さと地道な努力
が何らかの方向へと導いていくことを教えて
くれる。PinelのSpiritは受け継いでいかなけれ
ばならない。
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